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Changes　lnduced　in　the　Antigens　of　Salmonella　（VI）
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　これはSalmonellaにおける0抗原．の人工的変
異に関する研究の一部として行われたものであ
る。0抗原の変異は系統発生の立場からも1）一一9＞遺
伝学的研究の立場からもIO）一Jro），また抗原性物質の
化学的分析91）・4s、・’19）の上からも重要な意味を含ん
でいる。
　教室では1949年以来E群Salmonellaの0抗
原の入工変換の研究を続けているが：19）’「，e），著者は
B群，C群の菌について類似の立場から比較研究
を行った。ここに報告する成績はB群Salmone11a
についての成績である。
　　　　　　實験材料並びに實験方法
　1）菌株：使用せるSalmonellaの諸菌株はすべてSal－
monella委員会現在の腸内細菌委員会より分与されたもの
である。
　2）冤疫血涛＝すべて家兎免疫血清を用いた。Salmo－
nella　B群の0抗原の中，5抗原の52が易熱性であるた
め60）一一6L7），純粋の01血浩が作られないので止むを得ずOH
血清を作った。その他は通常の方法，所Eの手続ぎで作製
した。吸収試験或いは因子血清を作るのにも所定の方法で
行った。凝集反応における0凝集原には生理食塩水浮游液
をそのまま用い，H凝集原としてはブイヨン20時間培養
せるもの1＝　O．5％の割にFormali11を加えたものを使用し
た鋤噌騨。
　3）抗原変換に用いた培養法：小原の方法に従った。或
いはブイヨン1．5ccに3倍稀釈の5因子血清を等量加えた
液体培養法も合せ用いた。
　培地に加える5因子血清は，S．　typhimurium　O－form
の免疫IlrlL清をS．　paratyphi　B　var．　odenseで吸収して作
り，5000r．p．m．で固体を遠心沈澱し，その上満を凍結融解
eeこの研究には丈部省科学研究費の補助を受けた（植伽。
　本論文の一部は国立公衆衙生院創立15周年記念学会
　（1953年6刀）及び第7回F1本細菌學會北海道支部倉
　（1954年2刀）で発表した。
1）　Bruner，　D．　W．　＆　Edwards，　P．　R．　：　」．　Bact．　42，　467
　（1941）．
2）　Edwards，　P．　R．＆Bruner，　D．　W．：　lbid，　44，　289
　（1942）．
3）　Edwards，　P．　R．，　Moran，　A．　B．　＆　Bruner，　D．　W．：
　Proe，　Soe．　Exp．　Biol．　＆　Med．　66，　230　（1947）．
4）　Bruner，　D．　W．　＆　Edwards，　P．　R．　：　J．　Bact．　53，　359
　（1947）．
5）　Bruner，　D．　W．＆Edvvards，　P．　R．：　lbid．　55，　137
　（1948）．
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6）　Bruner，　D．　W．：　lbid．　57，　387（1949）．
7）　Edwards，　P．　R．：　lbid．　59，　135（1950）．
8）　Bruner，　D．　W．：　lbid．　64，　138（1952）．
9）　Bruner，　D．　W．：　lbid．　65，　222（1953）．
10＞　Avery，　O．　T．，　MaeLeod，　C．　M．　＆　MeCarty，　M．　：　」．
　　Exp．　Med．　79，　137　（1944）．
11）　MeCarty，　M．：　lbid．　81，　501（1945）．
12）　MeCarty，　M．　＆　Avery，　O．　T．　：　lbid．　83，　89（1946）．
13）　MeCarty，　M．　＆　Avery，　O．　T．：　lbid．　83，　97（1946）．
1 ）　McCarty，　M．：　Bact．　Revs．　10，　63（1946）．
1 ）　MaeLeod，　C．　M．　＆　Krauss，　M．　R．：　lbid．　86，　439
　　（1947）．
ユ6）　Aus七rjan，　R．　＆　MacL’eod，　（X　M．；　Ib三d．　89，　451
　　（1949）．
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し，これを数回繰返して無菌的な血清となったところで，
3倍に稀釈して使用した。
　4）軍個菌分離培養法：Peterfi型のmicromanipula－
torを使用した。本術式は許；7），中Sk6s），中村：”f））　egの方法
を参照して行った。
’實験成績
　B群の菌として，S．　para七yphi　B　8006，　S．　stanley　7855，
S．　heidelberg，　S．　areehavaleta，　S．　kaposvar，　S．　coeln，
S．chester．を用いて実験を行ったが，その中下記のS．
stanley，　S．　heidelberg，　S．　areehavaleta，　S．　kaposvar，
の4株について，4．5→4の0抗原変異が証明された。以下
その成績を詳述する。
　1）S．stanley，　S．　heidelberg，　S．　arechavaleta，及び
S．　kaPOSVarよリ0抗原攣異株の獲得：上述の方法で作
った5因子1血清を加えた半流動寒天培地にS．paratyphi
B8006，　S．　s七anley　7855，　S．　heidelberg，　S．　arechavaleta，
S．kaposvar，　S．　eoeln，　S．　chesterの7株を穿刺培養し，翌
日から逐日釣漉して平板寒禾培地に塗抹し，生じた個々の
畑鼠について’5因子血清と4因子亜江浩とについて載せガラ
ス凝集反応を行い，4因子血満にのみ凝集する集落を検索
した。
　S．stanleyにおいては穿刺培養3日目に5因子血清に非
凝集性で4因子血満にのみ凝集を示めす集落を10個中6
個を見出し，この変異株の一つに15Mと記号をつけた。
　Sheidelbergではやはり3日目1こ所期の集落を20個中
7個を見出し，この変異株の一つを16Mと命名した。
　S．arechavaletaでは4日巨1に同様の集落を30個中1個
を見出して，K：B2Mと記号をつけた。
　S．kaposvarでは同じく4日目に同様の集落を30個中1
個得たので，これにK：B10Mと記号をつけた。
　S．paratyphi　B　8006は継代培養8代目（1代3～4日間）
でR型のみ発育し，S型の集落を形成しなくなった。
　S．coeln，　S．　cbesterは10代継代培養しても依然5因子
頚輪清に凝集を示し，所期の変異株は得られなかった。
　以下15M，16M，　KB2M，　KBIOMの4株についての抗原：
分析の成績を記述する。
　2）0抗原の口碑：
　　i）載せガラス凝集反応：その成綻はTable　1に示
す如く，各変異株は412抗原だけを有し，5抗原は証明さ
牙’しなカ・つた。
　　ii）試験管内凝集反応：Table　2に示すように4因子
並江口では原株も変異株もともにそれぞれ640×～1280×珀1
清稀釈まで凝集を示すが，5因子∬江清では原株が各640×
まで凝集を示すのに変異株では40×陰性であった。
　3）H抗原の楡索：
　　i｝載せガラス凝集反応：変異株は漏出と全く同様の
H抗原，即ち15M株では（d；1．2，・一），16M株では（r；1．
2．3．…〉，K：B2M株では（a；1．7．…），　K：B10M株では（e，h；
1．5．…）を持っていて，H抗原には何等変異を伴っていない
ことが窺われるが（Table　3），このことは次の実験によって
も確められた。
　　ii）試験管内凝集反応；4つの変異株で免疫した並L満
について，定量凝集反応を行ったのがTable　4である。表
から明かなように，15M株免疫1血清はd或いは1．2…，1．
2．3．…を抗原に持つ菌を強く凝集し，16M株免疫血清はr
17）　Ephrussi－Taylor，　H．：　lbid．　89，　399（1949）．
18）　Ephrussi－Taylor，　H．　：　Cold　Spring　‘Jilarbor　S．ymp．
　　Quant．　Biol．　16，　445（1951）．
19）　Austri’an，　R．：　Bact．　Revs．　16，　31（1952）．
20）一　Austrian，　R．：　Bull．　Johns　Hopki’ns　Hosp．　90，　170
　　（1952）．
21）Aus七rian，　R．：　J．　Exp．　Med．98，21（1953）．
22）　MacLeod，　C．　M．　＆　Krauss，　M．　R．：　lbid．　97，　769
　　（1953）．
23）　BoivSn，　A．，　Vendrely，　R．　et　Ltehoult，　Y．：　C．　R．
　　Soe．　Biol．　221，　646　（1945）．
24）　Boivin，　A．，　Delannary，　A．，　Vendrel．y，　R．　et　Lehoult，
　　Y．：　lbid．　221，　718（1945）．
25）　Boivi　n，　A．：　Cold　Spring　Harbor　Symp．　Quant．
　　Biol．　12，　7（1947），
26）　SonneboTn，　T．　M．：　Amer．　Scientist　37，　33　（1947）；
　　＊．ir・学：19，396，448（1949）．
27）　Sonneborn，　T．　M．：　Cold　Sprin．cr　Harbor　Symp．
　　Quant．　Biol．　16，　483（1951）．
28）　Beale，　G．　H．：　Nature　167，　256（1951）．
29）　Alexander，　H．　E．　＆　Leidy，　G．：　Proc．　Soc．　Exp．
　　BioL　＆　Med．　73，　485　（1950），
30）　Alexander，　H．　E・　＆　Leidy，　G．：　J．　Exp．　Med．　93，
　　345　（1951）．
31）　Alexander，　H．　E．　＆　Leidy，　G．：　Proe．　Soc．　Exp．
　Bid．　＆　Med．　78，　625　（1951）．
32）　Alexander，　H，E．　＆Leidy，　G．：　J．　Exp．　Med．　97，
　　17　（1953）．
33）　Leidy，　G．，　Hahn，　E．　＆　Alexander，　H　E．：　lbid．
　　97，　467　（1953）．
34）　Zamenhof，　S．，　Alexander，　H　E．　＆Leidy，　G．　：　lbid．
　　98，　373　（1953）．
35）　Alexander，　H　E．，　Leid．y，　G．　＆　Hahn，　E．　：　lbid．　99，
　　505　（1954）　．
36）　Alexander，　H　E．・＆　Redman，　W．：　lbid．．97，　797
　　（1953）．
37）　Bruner，　D．　W．　＆　Edwards，　P．　R．　：　J．，　Bact．　55，　449
　　（1948）．
38）　キif［M・・ノ∫、屑ミ：　　ロォミ系m1雨注染目串信　5，　164（1950）．
39）　ノ」、原：　ホL医糸己要　1，68（1950），
40＞巾川（武）：第3回i1木細菌学会北海道：支部会記録7
　　（1951）．
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或いは1．2．…，1．2．3．…を持つ菌を強く凝集し，K：B2M株
免疫血浩はa或いは1．5．…，1．7．…をH抗原として持つ菌
を強く凝集し，K：BIOM株免疫血清はe，　h；或いは1，5．…，
工．7．…をH抗原として持つ菌を強く凝集する。15M株，
16M株，　K：B2M株，　K：BIOM株のH抗原：が，原株と同じ
く，それぞれ（d；1．　2”　・・），（r；1．23．…，（a；1．7，…〉，（e，h；
i．5．…）であることは後に示めすTable　7，8，9，10からも
明かなように，これらの抗原変異株のOH免疫血清をそれ
それの原：株で吸収すると，0抗体もH抗体も完全に吸収さ
れてしま5こと，また逆に原品のOH血清をそれぞれ該当
する0抗原変異株で吸収するとH抗体は完全に吸収され
てしまう．ことから知られる。
　4）愛異株による吸牧試航：S．七yphimuriu【n　O－form
3173株の免疫」血清をユ5M株，16M株，　KB2M株，　KBIOM
株でそれぞれ吸収した成績がTable　5である。15M株，
16M株で吸収した場合の」血清には4，12抗原の菌株は凝集
Table　1．　“O”　Slide　Agglutination
“0”SerumAntigens狽?ｓｔｅ? S，stanley　I@7855　15M
h
Sheidel
@berg
；、6M S．arecha
撃魔≠戟Et・ K：B2M
@　　　1
S．kapos
@varKB10M
S．　paratyphi　A　1　1，2，　12
S．　typhimurium　1　4，5，12
S．　essen　1　4．12
S．typhimurium“O”L　’　5’
S．　thompson　1　6，7
S．　newport　1　6，8
S．　typhiH　901W　1　9，12
仮性結核菌生垣株　　　9
S．　blegdam　1　9，12
S．　anatum　1　3，　10
S．　newington　1　3，15
S．senf七enberg　　　　　1，3，19
　　　　Notes：榮
十
十
十
十
十
十
十
十
十
一ト
十
十
十
??
十
一1’
十
十
十
十
一．g
十
十
十
十
十
十
十
十
十
一1一
一ト
十
???
十
十
十
Prepared　by　absorbing　S．　typhimurium　O　An七iserum　with　S．　paratyphi　B
var　odense　8085．
Agglutination　oceurred．
Agglutination　did　not　oecur．
十
十
十
十
十
41）植竹・外；tii本細菌学雑誌7，415（1952）．
42）中川（武）：札幌医誌4，318（1853）．
43＞巾川（武）：北海道：医誌28，13（1951＞．
44）巾川（武）：札幌医誌4，395（1953）．
45）伊勢：口本細菌学雑誌8，359（1953）．
46）伊勢：札幌医誌4，．395（1953）．
47）伊勢：札幌医誌5，14（1954）。
48）伊勢：札幌医誌5，101’（1954）．
49）中川（武）：札幌医誌5，220（1954）．
50）本直竹・中ル秋葉・水島＝臼本系譜菌学雑誌9，682（1954）．
51）　ヲト関・牟酉ヲト：
52）　訓＝憐温・？酉井＝
53＞　亨酉…荘二・引二関＝
54）　井関　・酒…珂二：
55）　Zinder，　N．　D．　＆　Lederberg，　J．　：
（1952）．
56）　Lederberg，　J．’　＆　Edwards，　？．　R．　：
232　（1953）．
医学と生山蔦葛28，77（1953）．
医学と！kt吻学　28，193（1953）．
医学と生牛勿学　29，199（1953）．
医学と生物学9，681（1954）．
　 　 　 　　　J．　Bact．　64，　679
　　　　　 　　　　J．　lmmunol．　71，
57）　・Stoeker，　O．　A．　D．，　Zinder，　N．　D．　＆　Lederberg，　J．：
　　J．　Gen．　Mierobiol．　9，　410（1953）．
58）　Hotchkiss，　R　D．：　Cold　Spring　Harbor　Symp．
　　Quant．　Biol．　16，　457（1951）．
59）秋葉：医学のあゆみ13（1952）．
60）　Kauffmann，　F．：　Z．　Hyg．　118，　318（1936）．
61）　Kauffmann，　F．：　Enterobacteriaeeae　40（1951）．
62）　Felix，　A．：　J．　Hyg．　50，　515（1952）．
63）　Kauff”mann，　F．：　」．　Baet．　41，　127（1941）．
64）　tl、島・ノX田：　　食酢勿中毒薗　（1941）．
65）　Edwards，　P．　R．　＆　Bruner，　D．　W．　：　Serological　lden－
　　tifieation　of　Salmonella　Culture，s　（1942）．
66）傳研学友会＝細菌学実習提要（1951）．
67）許：実験畑田19，1374（1935）．
68）中島：実験軒口14，92（1930）．
69）申村＝東京医事新誌2936，1713（1935）．
0）井関：．細胞化学シンポジウム1，85（1953）．
71）　Felix，　A．：　J．　Hyg．　50，　540（1952）．
72）　Billaudelle，　H．：　Z．　lmmun．　Forseh．　10s，　77，　164，
　　395，　405，　475　（1949）；　lbid．　107，　356　（1950）；　Zbl．　Bakt．
　　1　Orig．　155，　132　（1950）．
73）　Edwards，　P・R．：　」．　Baet．　35，　123（1948）．
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Table　2．　　‘‘0，，　Tube／1gg♂z疵πα疹乞。π
Agglutinogen
S．　stanley　7855
　　　　　　　15M
S．　heidelberg
　　　　　　　16M
S．　areehavaleta
　　　　　　　KB2M
S．　kaposvat
　　　　　　KBIOM
S．　typhi　H　901　W
S．　esSen　173
　Serum
S．　typhimurium　O－form　3173
S．para七yphi　B　var．　odense　8085
S．　typhi　H901W　1
Absorbed　with
S．　paratyphi　B　var．　odense　8085
　4
1280
640
1280
640
1280
1280
1280
1280
1280
A血tigens　tes七ed
5
640
640
1280
1280
Notes　：　Figures　indieate　highest　dilution　at　which　agglutination　occurred．
“一”@indieates　no　agglutination　at　1　to　40・
1
Table　3． “H”　Slide　Agglutinatden
Agglutinogen
S．　stanley　7855
　　ユ5M
S．　heidelberg
　　16M
S．　arechavaleta
　　KB2M
S．　kaposvar
　KBIOM
Serumaib
?ー「
???
c d．
??
e，h　［e，n，x
?? ??
g，s，t ．? k 1，v p，q r
??
Y　li，s
???????
1＋
1，6
???
1，7
??????
2　［3
?
「一
　　u
?
「曽
??
5
??
6 7
??
Notes　are　the　same　as　in　Table　1
を示さないが，5抗原を有する菌株は320×～2560×まで
の凝集価を示している。それで吸収により4，12抗体のみ
吸収されて，5抗体は吸収されずに残ったものと解せられ
る。これに反し原株で吸収すると，何れの菌株とも凝集を
示さなくなった。
　KB2M株，　KBIOM株で吸収した場合には，それぞれ吸
収した菌は凝集しないにもかかわらず，S．　typhi　H901W
株は160×～320×まで凝集を示した。
　また原株で吸収した場合にはS．typhi　H901Wを80×
～工60×まで凝集し，しかも5抗原を有する菌株とも凝集
を示すのが見られた。この凝集は抗12抗体に基づくもの
と考えられるので，さらにこの血清をS．typhi　H901W株
で吸収してみたのがTable　6である。この表から明かなよ
うにS．typbiで吸収するとTable　5に見る如き不規則な
擬集成紀1は消失するのであって，予想の如くTable　5に見
られる不規則な成紀は12抗原因子とその抗体に基づくも
のであることが知られる。そこでTable　5，　6から明かなよ
うに変異株K：B2M，　K：B10Mで吸収した場合には5抗体が
吸収されずに残っていることが解る。これに反し原株で吸
収した時には4抗体も5抗体も完全に吸収しつくされてし
まう。即ちTable　5，6から，変異株は4，12抗原は持って
いるが5抗原は消失していると考えられる。
　5）交叉凝集；反懸及び交叉凹田試駿：原株，変異株でそ
れぞれ免疫した血清で吸収試験を行ったのがTable　7，8，9，
10丁目る。表から明かなように，原株め免疫1血清を変異株
で吸収すると5抗原を有する菌株との0凝集が残るが，原
町で吸収すると何れの菌株も凝集を示さなくなる。また変
異株の免疫血満は門門により抗体を残りなく吸収されてし
まうが，さらに0抗原：として4，12しか持たないS．para－
typhi　B　var．　odenseによっても0抗体は完全に吸収され
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Table　4．“H”　Tube・　Agglut’ination
Agglutinogen
S．　paratyphi　A　1015
S．　paratyphi　A　var．
　　　　　　　　　　　　　durazzo
’bH．”モ?ｏｌｅｔａｅ－suis　vat
　　　　　　kunzendorf　1350
S．　give　316
S．　new－brunswick　5411
正I　Ahtigens
｝ ??
一；　1，5
1，v；　1，7
1，v．；　1，7
．　S．　braenderup　3022
　S．　newport　563
s．　newport　vRg’ertorico　l／
S．　typhi　H901W
　S．　bovis　morbificans　3640
S．　stanley　7855
S．　hei’delberg
S．　arechavaleta
S．　kaposvar
e，．h；　e，n
e，　h；　1，　2，3
一；　1，　2，3
　d　；　・一一
　　r；　（1，　5）
d；　1，2
　r；　1，2，3
　　a；　1．7
e，h；　1，5
ユ5M
　　　　　　　　　　　Serum
l．　．．　．1．6－ag一．　．1．　．KB2M　i
　　　　　　　Absorbed　with
　S　typhimurium　O－form　3173
KBIOM
10240
5工20
20480
5120
20480
20480
10240
20480
10240
10240
5120
2560
2560
20480
20480
一
10240
?? ??
工0240
5120
20480
20480
Notes　are　the　same　as　in　Table　2．
Table　5．Absorption　of　Anti，一S．　typhimuri・um　Serum　wz’th
　　Originα1αnd翫吻彫Strains
．
Agglutinogen
LS：一ftYyPhJi’ifiliu“r’fu”m’
　　　　　　　　O－form　3173
　S．　stanley　7855
S．　heidelberg
　S．　arechavaleta
　S．　kaposvar
tP．Et／S715fiti－ii　B－v’a一，I
　　　　　　　odense　8085
　15M
　ユ6M：
KB2M
KBIOM
S．　senftenberg　3007
S．　niloese　1236
S．　typhi　H901W
O　Anti－
　gens
4，5，ユ2
4，　12
　　　　　　　　　　　　Serum
S．　typhimur．　ium　Orfgrm　317．3．（4，　5，　12＞
S．　stan－　　　　　　　　15Mley　78551．
S．　heide－
　lbe．じ9
Absorbed　with
　　　　　　S．　arec一　　　　　　　　　　　　　’KB2M16M　　　　　　havaleta！ S溜olK・加
Antigen　tested
　　　　　5
?｝ 1　2560
　　320
　　640
　　640
　　　640
1，　3，　19
9，ユ2 一　i ”’一V
1280
640
640
640
640
80 5120
2560
2560
2560
2560
80
? 80
160
160
160
160
320
5120
2560
2560
2560
2560
80
10240
2560
2560
10240
10240
2560
1280
2560
5120
5120
160 320
Notes　are　the　same　as　in　Table　2．
一
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Table　6．Absorption　of　An．in’一S一　typhimwrium　Serzem
麟ん8．t・ypんi．　H901PV　Strαin．
Agglutinogen
1
S．　typhimurium　O－form　3137
S．　arechavaleta
S．　kaposvar
S．　stanley　7855
S．　heidelberg
KB2M
KBIOM
S．　typhi　H901W
O　Antigens
4・　5s　12
　J　v1
9，　12
　　　　　　　　　Serum
S．typhipaur．」．u－m－O：for／gL1317．3
S．　aTechavaleta
Absorbed　with
S．　typhi　H901W
KB2M　1　S・　kaposvar
1280
640
640
320
640
一　　　　　　　「
KBIOM
　1280
320
640
320
640
Notes　are　the　same　as　in　Table　2．
　　　　　　　　　　　　’
Table　7・Cross　．4gggutination　Reaction　ancl　C7”oss　AbsoTption　Between
S．　stanley　7855　Antiserum　a’nel　15M　Ant¢’s．erum
，
AgglutinQgen
S．　typhimurium　03173
S．　＄tanle．y　7855
S．　paratyphi　B
　　　　var．　odense　8085
　　　　　　　15M
S．　paratyphi　A　1015’X　，
S．　senftenberg　3007ve
S．　niloeseX
S．　typhi　H901W“」e
S．　stanley　7855
Serum
15M
S．　sPanlgy
　　7855 15M
Absorbed　with
　　　　　　　　　　S．　paraty－
　　Sstanley　l　phi　B
　　　　7355　lvar．　oden一
　　　　・　1　＄e　8085
　S． typhi
H901Wr
S．　paratyphi　B
var．　odense　8085
S．　typhi　H901W
4，．　．5，　1．27］
　2560
10240
i 　5
640
640
　　　　Antigens　tested
L　4，．一12．　一L．L一　L一．　，　）一
2560
10240 5120g
?
　4
1280
5120
﹈
2560
10240
　640
320
． 2560
10240
　640
320
5120g
工280
5工20
2560g
2560g
N：　Heated　a七　100．．　C　for　2　1／2　hrs．　　　　　§：
Other　notes　are　the　same　as　in　Table　2．
H Agglutination　oecurred．
?
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Table　8．　（）ros8よ4gg伽諭zα麗。πReαctio？zα？z（君Cros＄ノ16so塑翻07己
　　　　Bettveen　S．　heidelbeTg　Antiserum　and　16tlf　AntiseTum
Agglutinog’?
S．　typhimurium　O　3173
S．　heidelberg
S．　paratyphi　B　va＝
　　　　　　　　odense　8085
　　　　　　　ユ6M
S．para七yphi　A　1015x
S．　senftenberg　3007ee
S．　niloeseX
S．　heidelberg
Serum
16M
S・　heidel－
　berg 16M
Absorbed　with
　　　　　　　　　　　S．　paraty－1
　　　S．　heidel一　lphi　B　var．
　　　　berg　1　odense
　　　　　　　　　　　　　8085
S．　typhiH901W
　S．　paratyphi　B
lvar．　odense　8085
1S．　typhi　H901W
?
4，　s，　12　［
2560
10240
　　　　　1　．昌
一　b　320
一　1　640
　　　　　Antigens　tested
．一．　4，　12±一．．．　．．　”」 d 4
1280
10240 5120S
﹈
2560
10240
　640
S．　typhi　H901WX640
2560
10240
　　160
160
320
5120
　一　1　1280
・5120g　1　5120
2560g
2560g
Notes　are　the　same　as　in　Table　2　and　7．
Table　9．Cross　A　ggCuti／nabion　R．eact’ion　ancl　Cross　A6sorption　Between
S．　arechavaleta　Ant’iser2em　and　KB2M　Ant2；serum
Agglutinogen
　　　　　　　’
S．　typhimurium　O　3713
S．　arechavaleta
S．　parat．yphi　B　var．
　　　　　　　　odense　8085
　　　　　　KB2M
S．　paratyphi　A　1015’”
S一　senftenberg　3007X
S．　niloesece
S．　typhi　H901Wee
S．　arechavaleta
Serum
KB2M
．
S．　areeha－
　valetaKB2M?
蓋石sorbed　宙ith???
　　　　　　　　　　　S．　paraty－
　　S．　areeha－　　　　　　　　　phi　B　var．．
　　　vareta　1　odense
　　　　　　　　　　　　　8085
S 　typhiH901W
4，　5，　12　1
?
5120
20480
5120
20480
工280
　5
　　　　　　　
2560　1
5120
　　　Antigens　tested
4，L，　1－JJ
﹈ 4
S．　payatyphi．　P．
var．　odenSe　8085
S．　typhi　H901W
I
1280
5120
20480
5120
20480
?．
1280
5120・g
5120g
1280
2560
10240
2560
10240
L 51209
5120g
Notes　are　the　．same　as　in　Table　2　and　7．
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Table　10．　CToss　Agglutination　Reaction　and　Cross　Absompt’ion
　　　Between　S．　haposvar　AntiseTum．　and　KBIOM　Antiserum
ホL幌医誌　1955
Agglutinogen
S．　kaposvar．
Serum
KBIOM
S．　kapos－
　　var
KBIOM
Absorbed　with
　　　　　　　　　　！S．　Paraty－
　　S．　kapos一　lphi　B　var．
　　　　var　t　odense
　　　　　　　　　　　　　8085
S．　typhiH901W
S．　paratyphi　B
var．　odense　8085
S．　typhi　H901W
　　　　　　　　　　　　　　　　　d
S．　typhimurium　O　3173
S．　kaposvar
S．　paratyphi　B　var．
　　　　　　　　odense　8085
　　　　　KBIOM
4，　5，．12　i
5120
20480
］　s
　　1280
　　5120
　　　Antigens　tested
－4，一12．．一1．　．　．一一L一　．LJ
　5120　i　一　［　一
20480　e　一　1　10240g
4
2560
10240
?
S．　paratyphi　A　1015ee
S．　senftenberg　3007ee
S．　’niloeseac‘
5120
20480
1280
5120
20480
1280
1o240g
S．typhi　H901W　［　12801　一　1　一　1　1280　i　一，1　一
　　　　　　　　Notes　are　the　same　as　in　Table　2　and　7，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　11．　　B葱ooんθηz勿αZ　Bθんα騙伽㌍s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
2560
10240
10240S
10240S
Strain
S．　stanley　7855
　　　　　　15M
S．　heidelberg
　　　　　　16M
S．　arechavaleta
’　KB2M
S．　kapos・var
　　　　　KBIOM
S．　paratyphi　B　var．
　　　　　odense　8085
　　　　　　　Notes　．：
　　　　　　　　　　　　　　mp
Medium
？eptQne　water　ptus
???
??。??????????????。??｛ ??
??。??? ? ???????????
??。??
十　十　十　十　一　十　十　十　十　一
十　　一1一　　一ト　　一｛一　　一　　十　　十　　十　　十　　一
???????
????．??????? ???
一一一一　一
十［［
十一一
十十十　H一　十　一L一　一L一　十十一一一　一i一
十　　十　　一ト　　十　　一ト　　ート　　十　　十　　一ト　　一　　一　　一　　イー
十十十十一　十　十十一一一一　十
十十十十一　十十十　一一一一　十
十十一ト十一　十　十十十一一一　十
＋　A一　H一一　＋一＋＋＋＋一H一＋
．卜　十　十　十　十　十　十 十　十　一　一　　一
　cs
十
。?????
???
ret
?B
???????。??
????
??????
?
一P　十　十　1一一
十　十　十　十
?????．?
????????????????????
．21　十2
一　L）1　FF　LI
?
十1　十1
十1　JFI
十　±　十　十
十　±　十　十
十　十　十　十
十　十　十　十
十 十　一ト
十1’　1－2
十1　一tJ・2
一Fl　十．1
十1　十1
一21　十3
Kligler＆
?．?
?
??
噛「
，
?．?
??
一
?
　　C
十
The　observations　were　continued　for　21　days．
　　　　　　‘‘十，，indieates　positive　reaction；　　2P，　nega七ive．reaction
　 　　　　In　this　column　‘f＋”　indieates　this　HilS　was　produeed．
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てしまう。なおS．paratyphi　AまたはS．　typhiが原口及
び変異株の免疫血清の何れでも凝集を示すが，これは抗12
抗体に基づくものと理解される。またS．senftenberg，
S．niloeseが凝集しないことから原株，変異株何れの免疫
血清中にも，抗1抗体は含まれていないことがわかる。
　以上の三二から1旧株の0抗原構造が4，5，12であるの
に対し，変異株の0抗原構造は4，12であって，5抗原を
欠除しているものと考えられる。
　6）生物學的性状：原株及び変異株の生物学的性状を検
べたのがTable　11である。変異株はすべて早年と同様で
あり，しかも吸収に用いたS．　paratyphi　B　var．　odenseと
はその分解態度が異なっている。即ち，inositolの分解に
おいて，吸収菌が陽性であるのに，15M，　KB2M，　KB10M
株が陰性である。またBitter培地におけるdulcitolの分
解態度では，吸収菌が陰性であるのに，すべての変異株は
陽性である。またBacto－pepton培地におけるd－tar・
trateの分解も，吸収菌が21日後にも陰性であるのに，
16M株，　K：B2M株，　K：B10M株が1日で分解している。
　　　　　　　　総括並びに考按
　実験の第1段階において，5因子血清を含んだ
半流動寒天培地にSalmone11a　B群の0抗原とし
て4，5，12を持つ菌株を培養して，S．　stanley，　S．
heidelberg，　S．　arechavaleta，　S．　kaposvarの4株
において，4，12抗原のみの変異株を得ることに成
功した。
　第2段階にては変換に成功した4株について原
株集団より，micromanipulatorを使用して単個菌
を分離し，これを直接，5因子血清を加へたブイヨ
ン培地に培養して，第1段階において得られたと
同様の変異のおこることを確認した。即ち，少な
くも楽壇中に予め4のみの細胞が混在していて，
それが抗血清により選択されたのではないといえ
る。もっともmicromanipulatorにより得た1個
の細胞の子孫に，spontaneous　mutantとして4
のみの細胞が生じてくる可能性は否定できない。
　この抗原変換に用いた5因子血清は，S．　typhi－
muriumの0血清をS．　paratyphi　B　var．　odense
で吸収して作ったものであるから，吸収に用いた
菌が誤って把握されたのではないかとの疑いも一
応考えられるが，この点は，H抗原がS．　paraty－
phi　Bでは（b；1．　2．…）であるのに各変異株のH抗
原は，原株と同じであって吸収菌とは異なってお
り，また生物学的性状（Table　11）の点からも否定
することができる。それから，S．　arechavaleta，　S．
kaposvar並びにそれらの変異株で吸収した際に，
KB2M，及びKB10M株が凝集を辱めしているが
（Table　5），これは抗5抗体が残ったためではない。
なぜならばSalmonellaの12抗原には12、，122，
123が区別され，122のみがform　variationに関与
して，121と123とはform　variationをおこさな
いことが知られているG3）。この場合の吸収でも多
少このようなことが関係して，恐らく抗12，抗体
が充分に吸収されないで残ったために凝集したの
ではないかと考えられる。その証拠に，S．　typhi
H901Wに．より抗12抗体を吸収してしまうとその
ような所見が消失する（Table　6）。
　Salmone11aの抗原の人工的変異についてはH
抗原では多数の報告があるが，0抗原については
極めて少ない。殊lc　B群の菌の4，5抗原因子につ
いては井関等’o）の報告があるだけである。井関等
の実験は著者とそれぞれ独立に殆ど同時に行われ
ていたらしく，S．　paratyphi　B，　S．　typhimurium，
S．stanley，　S．　heidelbergについて，彼等は前出
のpo ulationを用いて行ったものであるから，
菌集団の内に予め4のみの菌が混在していて，こ
れが淘汰されたのではないかとの疑いの入る余地
は残されているが，著者は単個菌を分離して直接，
変換用培地に継代しそれでも変換の起りうること
を確認した。従って，予めかかる変異株が混在し
ていたのではないことははっきり断言できる。
　しかし前にも触れたように単個培養の子孫に4
抗原のみのspOntaneous　mutantが生じてくる可
能性は否定できないから，変異株の発生機転につ
いてはmutation　and　selectionを完全に否定する
ことはできない。この点に関し，井関等は移植を
短時間だけ抗血清に原株を接触させ，上部から菌
を採取するようにして，抗血清を加えぬ培地で継
代したのでは変異株が得られ’ぬので，mutation
and　selectionではなくて抗血清により誘導され
たものと考えている。原著を見られないので細か
い点が分らないし，従って移植の方法も分らな
いので，細かい批判はできないが，spontaneous
mutantの生ずる率は極めて低いことから考える
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と，上清から移植するにも恐らくかなりの量を移
植しなければmutant（もし存在したとしても）は
移植されなレ・でしまう恐れがある。ところがもし
多量に移植すれば抗血清がかなりの量に次の培地
に入り込む恐れがあり，これは実験の趣旨に反す
る．ことになる． i但し新たに移値される培地の量を
非常に多量にすればこの点は回避可能である）。と
いうような点に当疑問がありはしないであろう
か。勿論ゾーリ虫における抗原変異＋：（s＞働勤の如く，
抗血清による変異の誘導という可能性も否定はで
き・ないが。
　なお著者は4，12の0抗体を作用させてみたが，
4或いは12の0抗原の消失変異は遂に認めるこ
とができなかった。
　Kauffmannは5抗原には5ユと52とが区別され
52が100℃の加熱によって破壊されることを報告
し，またFelix6　Li　ts　，　T】）はB群の5抗原を，　S．　typhi
の所有するVi抗原，並びにS．　paratyphi　AのVi
抗原と類似であると見倣し，寧ろ0抗原とは別な
もののように考えている。そして最近5抗原はい
わゆるcapsular　antigenと考えられるようになっ
てき・た61）。即ち5抗原は4，12の0抗原が土台と
なっているところに表在性の抗原として存在し，
4，5，12の菌となっているのであろう。それ故va　5
因子抗原の消失変異の方が起り易いのであろう。
　一方E群の菌の変換においては他のE群の抗
体を作用させることによって，一一一・方の抗原の消失
と入れ替りに他のE群の抗原が出現してくる。B
群の菌では5抗原の消失だけ起り他の抗原の出現
が認められず，この点E群の変換と大いに異なり
興味の引かれる以所である。
　なお5抗原の消失変異が吸収に用いた4抗原の
DNAに基くものではなかろうかとの疑問も起っ
てくる。そこで著者は100℃で2時間半加熱した
S．paratyphi　B　var．　odenseを吸収に用いて5因
子血清を作り，これを加えたブイヨンに同様の方
法で継代培養を行い変異が起るか否かをしらべて
みた。・その結果，S・stanleyでは初代培養3日目
の集落23箇中3箇S・heidelbergは初代培養5E・1
目Va　16箇中2箇，　S．　kaposvarでは初代培養4日
口Va　8箇中3箇，またS．　arechavaletaでは2代
目培養，1日目（初代3日目培養から2代目に継代）
に16箇中3箇にそれぞれ変異株を見出し得た。
それで少なくとも変異が吸収に用いた菌のDNA
た由来するものではないことが知られる。5抗原
が上述のように他の0抗原とは異なり，special
positiQnにあることを想起すれば，この・ような5．
抗原消失変異も起り易いのではなかろうか。
　著者はさらにBillaudelleの方法72），粗製転換
因子（transforming　principle）による方法等＝；f；）に
より4抗原因子のみの菌に5因子形成能を獲得さ
せようと実験を重ねたが，悉く成功しなかった。
従来自然界から分離されたB群の菌の内には今
回誘導された変異株15M株，16M株，　KB2M株，
KB10M株の抗原構造va・一一致する菌は未だ分離証
明されておらないが，S．　paratyphi　B菌や，　S．
typhimuriumの場合と三二に5抗原を持たな：い
変異株が将来分離される可能性が暗示される。
　また興味あることは，自然界から分離される
S．typhimuriumの中で鳩から分離される菌株は
0抗原が4のみであって5を欠除している事実で
ある73）。
結 論
　抗血清を作用させることによりSalmonella　B
群のS．sta111ey，　S．　heidelberg，　S．　arechavaleta，
S．kaposvarの4株において，0抗原因子5を消
失せる変異株が得られた。
　各変異株の抗原構造は安定である。
　Micromanipulatorの使用法については北海道大攣附属
結核研究所高橋義夫教授の御指導に深く感謝申上げます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　　　The　O　antigens　of　S．　stanley，　S．　heidelberg，　S．　arechavaleta　and　S・　kaposvar　were
altered，　in　vitro，　fro皿4，5，12　to　4，12　by　cultivating　the　organisms　in　semi－solid　agar
medium　or　nutrient　br6th　containing　anti－5　monofactor　serimi，　prepared　by　absorbing　S・
typhimurium　O　antiserum　with　S．　paratyphi　B　var．　odense．　The　O　antigenic　structure
of　the　variants　was　stable．
　　　　The　same　antigenic　alteration　was　observed　even　when　antF5　monofactor　serum，
prepared　by　absorbing　S．　typhimuriurn　O　an’tiserum　with　cells　of　S．　paratyphi　B　var．　odense
which　were　heated　at　1000C　for　2　1／2　hours，　was　employed．　This　suggests　that　the　said
antigenic　alteration　is　neither　due　to　transformation　reaction　in　which　desoxyribonucleic
acids　are　forming　principles，　nor　due　to　transduction　in　which　phages　carry　genetic
ma．terials　from　one　cell　to　another．
　　　　Biochemical　actiyities　of　the　anbigeniC　variants　were　identical　with　the　parent　strains
respectively．
　　　　Several　attempts　have　failed　to　make　the　antigenic　variants　recover　the　activity　of
forming　antigenic　factor　5．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Dee．　27，　1954）
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